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グルタ ミン酸に対す る味覚受容体 については,
脳のシナプスの受容体のように研究が進んでいな
いので,味 細胞 に存在す るグル タ ミン酸受容体
(GluRs)が中枢神経系のシナ プ゜スに存在す る受
容体と類似 したものか,あ るいは全 く別の種の受
容体であるのか分かっていない。
そこで本研究 は,脳 シナプスにおけるイオ ン
チャネル型グルタ ミン酸受容体(iGluRs)の受
容 メカニズムが,コ イの味覚受容 メカニズムと
どのように異なってい るのか を,電 気生理学的
に神経味応答 を記録 して調べ,味 受容体 として
のGluRsの特徴を明らかにす ることを目的 として
行った。脳型のiGluRsのアゴニス トとアンタア
ンタゴニス トを刺激物質 として用いて味応答性 を
検討 し,さ らに刺激物質溶液間の交差順応実験 を
行って味覚受容体について解析 した。





平均応 答値 の大 き さは,L-Ala>KA≧L-Glu>




感度 が高いことが判明 した。次 に中枢 における
GluRsのこれ らの リガンドを使用 して,交 差順応
実験により,種 々のリガン ドに対する味神経応答
の解析か ら,iGluRsが味受容体 に存在す ること
が示 唆された。 しか しなが ら,ア ンタゴニス ト
(BNQXやD-APV>を味覚刺激物質 とした場合
にも興奮性の応答が得 られた ことか ら,脳 型の
iGluRsとは全 く異 なる機能 を持 った受容体 であ
ると考 えられた。
丸井 らの これまでの研究と本実験の結果から,
1)NMDA型のiGluRのア ンタゴニス トで ある




としてGlyサイ トが存在 して数 μMの濃度のGly
の存在でNMDA電流 が増強 され るが,本 実験 に
おいて10or100μMのグ リシ ンを共存 させ て も
L-Gluの応答 に増強作用が認め られなかったとい
うこと,4)分 子生物学的研究か ら脳型iGluRs























審査の結果,本 審査会は,論 文の内容,申 請者
の学識 と人柄等を鑑み,博 士の学位を授けるのに
充分に能いするものと認めた。
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